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鎌
田　

３
年
生
０
学
期
を

迎
え
、
２
年
生
が
受
験
生

モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
る
た

め
の
指
導
の
１
つ
と
し
て
、「
学
習
点
検

シ
ー
ト
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
か
ら
学
習
時
間
が
増
え
る
生
徒
は
多
い

の
で
す
が
、
学
習
の
内
容
や
ペ
ー
ス
が
自

分
に
合
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
自

信
が
な
い
状
態
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
高

校
入
試
や
３
年
生
へ
の
指
導
の
た
め
、
教

師
も
多
忙
で
す
。
掛
け
ら
れ
る
パ
ワ
ー
が

限
ら
れ
る
中
、
ど
ん
な
項
目
で
構
成
さ
れ

た
シ
ー
ト
で
あ
れ
ば
よ
り
有
効
に
機
能
す

る
か
、
ま
た
、
記
入
後
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤　

本
校
で
は
、
３
か

月
に
１
度
、
学
習
時
間
調

査
を
行
い
ま
す
が
、
確
か

に
生
徒
の
学
習
時
間
は
徐
々
に
増
え
始
め

ま
す
。
し
か
し
、「
学
習
内
容
に
自
信
が

な
い
」
と
い
う
生
徒
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
自
主
的
に
学
習
計
画
を
立
て

た
経
験
が
少
な
い
た
め
、
苦
手
科
目
ば
か

り
に
時
間
を
掛
け
す
ぎ
て
成
績
全
体
が
下

が
っ
て
し
ま
い
、「
勉
強
し
て
も
成
果
が

出
な
い
」
と
自
信
を
喪
失
す
る
生
徒
も
い

ま
す
。「
生
徒
が
や
る
気
に
な
っ
た
時
期

だ
か
ら
こ
そ
、
手
を
掛
け
た
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
本
校
で
は
２
年
生
の
担
任
団

が
全
員
と
二
者
面
談
を
し
て
い
ま
す
。

検
討
会
メ
ン
バ
ー

新
美　

専
門
高
校
で
あ
る

本
校
で
は
、
２
年
生
の
１

月
、
２
月
は
検
定
試
験
の

ピ
ー
ク
時
期
で
あ
る
た
め
、
す
べ
き
こ
と

は
比
較
的
明
確
で
す
。
し
か
し
、
３
年
生

４
月
か
ら
の
自
分
を
念
頭
に
置
き
、
進
路

実
現
に
向
け
た
学
び
を
自
ら
出
来
て
い
る

生
徒
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。実
際
、

生
徒
と
話
を
す
る
と
「
頑
張
り
ま
す
！
」

と
意
欲
的
な
の
で
す
が
、
具
体
性
や
計
画

性
に
欠
け
、
４
月
以
降
を
甘
く
見
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
就
職
試
験
で
も
国
語
、
数

学
、英
語
の
基
礎
学
力
は
必
要
で
す
か
ら
、

３
年
生
４
月
の
ス
タ
ー
ト
を
ス
ム
ー
ズ
に

切
ら
せ
る
た
め
に
も
、
３
年
生
０
学
期

の
う
ち
に
適
度
に
失
敗
を
経
験
さ
せ
て
、

「
し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
な
い
と
駄
目
だ
」

と
気
を
引
き
締
め
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

遠
藤　

３
年
生
０
学
期
は
助
走
期
間
だ
か

２
年
生
春
休
み
前
（
３
年
生
０
学
期
）

学
習
点
検
シ
ー
ト

自
校
の
指
導
ツ
ー
ル
を
他
校
の
教
師
と
共
に
検
討
し
、
各
校
の
生
徒
特
性
に
合
っ
た
形
へ
改
善
を
図
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
３
年
生
４
月
に
自
律
的
な
学
習
を
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
の
春
休
み
前
の
「
学
習
点
検
シ
ー
ト
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
主
幹
教
諭
。

進
路
指
導
主
任
。
数
学
科
。「『
目
い
っ
ぱ
い
や
り
切
っ
た
！
』

そ
ん
な
最
高
の
笑
顔
で
卒
業
し
て
も
ら
い
た
い
」

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
３
学
年
担
任
。

生
徒
会
部
。
商
業
科
。「
自
分
へ
の
自
信
と
、
母
校
へ
の
誇

り
を
持
っ
た
、
社
会
に
愛
さ
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

東
京
都
立

青
山
高
校　

鎌
田
邦
広　

か
ま
だ
・
く
に
ひ
ろ

愛
知
県
立

東
海
商
業
高
校　

新
美
廣
勝　

に
い
み
・
ひ
ろ
か
つ

改良！指導ツール

小
さ
な
失
敗
と
成
功
を
繰
り
返
し
な
が
ら

自
律
的
な
学
習
ス
タ
イ
ル
を
獲
得
さ
せ
た
い

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
２
学
年
担
任
。

進
路
指
導
部
。
理
科
。「『
為な

せ
ば
成
る
』
の
信
条
の
下
、
夢

に
向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け
る
タ
フ
な
生
徒
を
育
て
た
い
」

大
分
県
立

中
津
南
高
校　

遠
藤
源
治　

え
ん
ど
う
・
げ
ん
じ
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与えられる学習から自律した学習へ移行させる
　３年生０学期は、３年次の選択教科・科目が決まり、進路意識も高まっているため、学習スタイルの改善や学習計画の
見直しなどの指導が行いやすいタイミングである。しかし、３年生への受験指導や高校入試の対応などに教師が追われ、
２年生の指導に十分には手が回っていない学校が少なくない。４月以降に自律的な学習をスタートできるよう、鎌田先生
は３年生０学期と春休みの自学自習の精度を上げ、学習状況を生徒自らがチェックできるような取り組みを行っている。

ら
こ
そ
、
失
敗
だ
け
で
な
く
成
功
体
験
も

必
要
で
す
。
小
さ
く
て
も
成
功
だ
と
思
え

る
体
験
が
あ
っ
て
こ
そ
、
自
ら
学
ん
で
い

く
自
信
が
付
く
は
ず
で
す
。

新
美　

資
格
試
験
の
対
策
の
多
く
は
型
に

は
ま
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
４
月
以
降
を

考
え
る
と
、
自
分
で
学
習
計
画
を
練
り
上

げ
る
こ
と
を
経
験
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

鎌
田　

３
年
生
０
学
期
は
、
予
習
や
復
習

を
教
師
に
言
わ
れ
る
通
り
に
こ
な
し
て
き

た
生
徒
が
、
い
ざ
「
自
分
で
受
験
勉
強
を

し
て
み
よ
う
」
と
決
意
し
な
が
ら
も
、
方

法
が
分
か
ら
ず
に
戸
惑
っ
て
い
る
時
期
と

言
え
ま
す
。
与
え
ら
れ
る
学
習
か
ら
脱
却

し
よ
う
と
も
が
い
て
い
る
生
徒
を
支
援
で

き
る
よ
う
、
小
さ
く
て
も
よ
い
の
で
、
成

果
・
成
功
を
実
感
で
き
る
学
習
点
検
シ
ー

ト
へ
と
改
善
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

狙
い
と
機
能

東京都立青山高校・鎌田邦広先生　3年生0学期「学習点検シート」

課題と解決策

与
え
ら
れ
る
学
習
か
ら
自
律
的
な
学
習
へ
の
転
換
を
意

識
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。

試
行
錯
誤
す
る
体
験
は
重
要
だ
が
、
さ
さ
や
か
で
あ
っ

て
も
成
功
を
味
わ
わ
せ
、
自
信
を
持
た
せ
た
い
。

教
師
が
極
め
て
多
忙
な
時
期
で
あ
る
た
め
、
生
徒
が
記

入
後
の
シ
ー
ト
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
教
師
の
負

担
が
出
来
る
だ
け
少
な
い
も
の
に
し
た
い
。

検討会で明らかになった課題を踏まえ
「学習点検シート」を改良！
次ページで紹介します。

改良！指導ツール
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東
京
都
立
青
山
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０

人◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国

公
立
大
は
、
東
京
大
、
東
京
工
業
大
、
一
橋
大
、
京
都

大
な
ど
に
１
０
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾

大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
６
１
２
人
が
合
格
。

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校

◎
全
日
制 

／
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
情
報
科
（
１
年

次
は
両
科
共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
２
年
次
よ
り
分

か
れ
る
）
／
共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
／
４
年

制
大
進
学
30
人
、
短
大
進
学
11
人
、
専
門
学
校
進
学

65
人
、
就
職
１
６
９
人
。

大
分
県
立
中
津
南
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
０
０

人◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
大
阪
大
、
九
州
大
、
大
分
大
な
ど
に

１
３
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早

稲
田
大
、同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
２
４
９
人
が
合
格
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

学習内容を自己点検する
前に、1年生から 3年生
までのそれぞれの学習ス
タイルの変遷について解
説し、時期によって学び
方に違いがあることを自
覚させた。

2015年度の2年生に対しては、12月の時点で3年生0
学期の大切さを訴え、1月に学習スタイルをチェックさ
せて、その後の学習へとつなげていった。生徒が記入し
た内容は担任が確認し、一言コメントを添えて返却。生
徒には自宅の机にシートを掲示するように指導していた。
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与
え
ら
れ
る
学
習
か
ら
自
律
的
な
学
習

へ
の
移
行
を
促
す
た
め
に
も
、
自
学
自
習

の
状
況
を
丁
寧
に
振
り
返
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
シ
ー
ト
の
構
成
を
改
善
し
た
。

そ
の
分
、
教
師
が
あ
る
程
度
レ
ー
ル
を
敷

い
た
学
習
で
あ
る
予
習
・
復
習
や
週
末
課

題
の
取
り
組
み
状
況
は
○
△
×
な
ど
で
簡

潔
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
定
。
ま
た
、

教
科
の
学
習
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
生
徒
を
見

逃
さ
な
い
た
め
に
、
５
教
科
７
科
目
全
て

に
つ
い
て
点
検
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

教
師
が
た
く
さ
ん
の
時
間
を
割
く
の
が

難
し
い
こ
の
時
期
、
ク
ラ
ス
と
い
う
集
団

の
力
を
生
か
し
て
、
グ
ル
ー
プ
や
ペ
ア
で

学
習
ス
タ
イ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
学

習
計
画
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
り
す
る

活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。

　

検
討
会
に
出
席
し
た
先
生
方
か
ら
は
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
生
か
せ

る
活
動
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
可
能
性
が

あ
る
」「
受
験
を
チ
ー
ム
で
乗
り
切
る
雰

囲
気
づ
く
り
に
つ
な
が
る
」
と
評
価
す
る

声
が
上
が
っ
た
。

改
訂
後
の
狙
い
と
機
能

自
学
自
習
を
丁
寧
に
振
り
返
り

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
視
野
を
広
げ
る

3年生0学期「学習点検シート」改訂版

３年生０学期までの学習の振り返りの項
目は、生徒の記入の負担が出来るだけ少な
くなるように、また、教師が課題を一目
で把握できるように、教科別・観点別に
○△×の３段階で評価させるようにした。 記入例はシートの裏面または

別紙に掲載することで、自宅
で点検シートを記入させるこ
とも可能だ。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

これまでの学習の中の「自学」の項目につ
いては入念に振り返りをさせ、「自分なり
の改善点」までを生徒自身に言語化させ
る。また、ＨＲを活用してグループワーク
を行えば、クラスで意識を高め合うことが
出来る。書いた内容をペアやグループで共
有し、学習方策に関する視野を広げさせる。

40February  2016

http://berd.benesse.jp/magazine/kou/dwdata/data_kou_second.php#201602
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遠
藤　

こ
れ
ま
で
の
学
習

の
振
り
返
り
に
は
、予
習
・

復
習
、
週
末
課
題
な
ど
の

観
点
別
に
○
△
×
で
自
己
評
価
さ
せ
れ

ば
、
担
任
が
一
目
で
確
認
で
き
ま
す
。

新
美　

あ
ら
か
じ
め
教

科
・
科
目
の
枠
を
設
け
る

こ
と
で
、
特
定
の
教
科
・

科
目
に
偏
る
こ
と
な
く
学
習
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
伝
え
ら
れ
ま
す
ね
。

鎌
田　

従
来
の
シ
ー
ト
で

は
、
学
習
内
容
を
書
く
ば

か
り
で
、
そ
の
結
果
が

ど
う
だ
っ
た
の
か
を
自
己
評
価
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
大
切

な
自
学
の
と
こ
ろ
は
、
何
を
し
た
の
か
、

そ
し
て
手
応
え
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
を

書
か
せ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
自
学
を
重
ん
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、

自
学
に
関
す
る
振
り
返
り
を
丁
寧
に
言
葉

に
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
よ
ね
。

新
美　

教
師
の
パ
ワ
ー
が
限
ら
れ
て
い

る
時
期
な
の
で
、
生
徒
主
体
の
活
動
を
通

し
て
、
生
徒
が
自
分
で
今
後
の
学
習
の
方

向
性
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
あ

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

遠
藤　

こ
の
時
期
、「
理
系
だ
か
ら
」と
文

系
教
科
を
勉
強
し
な
い
な
ど
、
教
科
バ
ラ

ン
ス
の
悪
い
生
徒
は
割
と
い
ま
す
か
ら
、

生
徒
同
士
で「
こ
ん
な
学
習
プ
ラ
ン
が

よ
い
」と
検
証
で
き
る
と
よ
い
で
す
ね
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
場
合
は
、
部

活
動
に
参
加
し
て
い
る
な
ど
、
生
活
状

況
が
似
て
い
る
生
徒
を
グ
ル
ー
プ
に
す

る
と
参
考
に
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。
そ

の
一
方
で
、
グ
ル
ー
プ
を
超
え
て

い
ろ
い
ろ
な
人
に
話
を
聞
き
に
行

く
こ
と
も
勧
め
た
い
で
す
ね
。

鎌
田　

担
任
と
１
対
１
で
話
す
よ

り
も
、
ク
ラ
ス
の
多
様
な
仲
間
と

話
す
方
が
気
付
き
が
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

新
美　

成
績
の
良
い
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
勉
強
法
を
そ
の
ま
ま
ま
ね
す

る
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に

は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
入
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
に
な
り
そ
う

で
す
。
他
者
の
意
見
に
安
易
に
追

従
し
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
自
分

で
考
え
さ
せ
て
か
ら
、
他
者
の
意
見
を

聞
く
よ
う
に
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

遠
藤　

１
年
間
共
に
過
ご
し
、
人
間
関
係

が
豊
か
に
な
っ
た
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
ク

ラ
ス
の
力
を
生
か
し
た
活
動
を
取
り
入
れ

た
い
で
す
ね
。
友
人
と
話
し
合
う
こ
と

で
、
自
分
の
振
り
返
り
の
内
容
や
今
後

の
学
習
計
画
も
、
よ
り
責
任
を
持
っ
て

考
え
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

新
美　

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
考
え
に
触
れ

て
、
ど
の
人
の
意
見
に
最
も
共
感
し
た

か
、
自
分
に
は
な
い
視
点
だ
と
刺
激
を

受
け
た
か
、
最
後
に
発
表
さ
せ
て
も
よ

い
で
す
ね
。

鎌
田　

こ
の
時
期
に
、
受
験
ま
で
一
緒

に
頑
張
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
、

お
互
い
に
励
ま
し
合
え
る
関
係
を
つ
く

ら
せ
る
の
も
意
義
深
い
で
す
ね
。
ク
ラ

ス
の
力
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
、

学
年
団
で
活
動
の
ア
イ
デ
ア
を
交
換
す

れ
ば
、
若
い
先
生
の
勉
強
に
も
な
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
教
科
指
導
に
お
け
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ヒ
ン
ト

も
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
教
師

が
手
を
掛
け
す
ぎ
な
い
こ
と
で
、
生
徒

に
と
っ
て
、
教
師
か
ら
自
立
し
な
が
ら
仲

間
と
支
え
合
う
「
団
体
戦
」
の
ス
タ
ー
ト

に
な
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。
学
校
に
持
ち

帰
っ
て
更
に
検
討
し
て
み
ま
す
。

1

2

3

4

自学自習を中心にこれまでの学習を振り返り、
今後の学習計画を立てる

ペアやグループになって内容を共有する。
出来るだけ多くの意見に耳を傾け、

参考に出来る学習方法を見つけるよう促す

自らの振り返りやクラスでのワークを通じて
気付いた改善点を記入させる

学習目標を実現できるものとするために、
ペアやグループで、「応援する」という意味で
相互に署名。完成版を自宅の机に掲示する

成
果
ま
で
を
自
己
評
価
さ
せ
た
上
で

ク
ラ
ス
で
自
学
の
意
識
を
高
め
合
う

改良！指導ツール

活用の流れ
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